
　鈴木家住宅は、江戸時代に宮前村（現川島町
宮前）の名主を務めた旧家、鈴木家の住まいで
あり、川島町のほぼ中心部に位置している。
　「主屋」は、敷地の北寄りに南西に正面を向
けて建てられています。木造平屋一部2階建で、
屋根は茅葺、寄棟造であり、江戸中期の建築と
推定されている。
　「土蔵」は、主屋の東側に、水塚状に土盛り
した上に建てられています。明治10年頃の建
築と推定され、米蔵として使用された。
土蔵造2階建で、屋根は瓦葺、
切妻造であり、外壁は漆喰仕
上げを基調とし、正面には下
屋を設けています。野地に割
竹を用いているのが特徴で、
これは川越の古い蔵に見られ
る仕様であり、稀少な事例で
ある。

❶ E－3
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　もとは出羽秋田藩主・佐竹家に伝来した上下２巻の三十六歌仙絵巻で
あったが、大正８年、歌仙ごとに切断され軸装となり、現在は諸家に分蔵
される。本図はそのうちの大中臣頼基像。似絵と呼ばれる技法で描かれ
た束帯姿の肖像に官位姓名、略歴と秀歌一首を書き添える。頼基は10世
紀前半の歌人で、歌集『頼基集』を残している。

鎌倉時代　紙本著色　縦36.6cm　横59.9cm
（国指定重要文化財・絵画／昭和25年８月29日指定）

（公財）遠山記念館蔵

▲ ❹紙本著色  三十六歌仙切　頼基　佐竹本 E－3
し  ほんちゃくしょく さ ん じ ゅ う ろ っ か せ ん ぎ れ よ り も と さ  た け ぼ ん

　『古今和歌集』の和歌１首を揮毫したもの。亀甲や唐草の文様を摺っ
た唐紙の冊子の断簡で、平安時代のかな遺墨の中でも、屈指の名筆で
ある。京都大徳寺の寸松庵に伝来したことにちなむ名で、茶道の床飾り
として尊重された。
平安時代　伝紀貫之筆　彩箋墨書　縦12.4cm　横11.5cm

（国指定重要文化財・書跡／昭和34年６月27日指定）
（公財）遠山記念館蔵

◀ ❻寸松庵色紙　伝記貫之筆 E－3
す んしょうあ ん し き  し で ん き の つ ら ゆ き ひ つ

　近世初期洋風画の作家である信方の作とみなされる達磨図である。信方について
の詳しい経歴等は不明ながら、キリスト教の影響を受けたすぐれた洋風画である。
　従来の達磨像に、瞳孔の白点や全体に施された陰影など、洋画の画法を取り入れ、
しかも違和感がないなど、作者の優れた技量が発揮されている。左下隅やや上に、欧
風紋章のような落款がある。落款は印肉で捺印したものではなく、書いたもののよう
に見えるが、絵の具を使って捺したようである。

（県指定有形文化財・絵画／平成11年３月19日指定）
大字表９　養竹院

▼ �紙本著色  達磨図 信方印 E－4
だ  る  ま  ずし  ほ んちゃくしょく の ぶ か た い ん

　化粧道具や手回り品を入れるための手箱。全面に高蒔絵
と付描によって秋野の情景が表されている。松の幹や土坡
の岩の中に「秋・松・風」など12文字が隠し添えられ、そ
れらは『和漢朗詠集』の詩「池冷水無三伏夏　松高風有一
声秋」からとられ、蒔絵の詩情を高めている。

鎌倉時代　縦25.0cm　横33.3cm　高15.3cm
（国指定重要文化財・工芸品／昭和34年12月18 目指定）

（公財）遠山記念館蔵

◀ ❺秋野蒔絵手箱 E－3
あ き  の  ま き  え   て  ば こ

❽絹本著色 春靄起鴉図　　  ▶E－3
しゅんあ い  き   あ   ずけ ん ぽ んちゃくしょく

　数少ない頼朝自筆の書状のうちの１点。 伊勢に在国中の配下、 山城介へ宛てたも
ので、 文治３年（1187）９月に行われた斎宮潔子内親王の伊勢群行に関する別の用途

（費用）について、 先例を調べて急ぎ上申せよと命じている。 歴史上重要な人物の筆
跡であり、 鑑賞に堪える書であることから尊重された。
鎌倉時代　文治３年（1187）　紙本墨書　縦27.0cm　横74.0cm

（国指定重要文化財・書跡／昭和34年12月18目指定）
（公財）遠山記念館蔵

▲ ❼源頼朝筆書状 E－3
みなもとよりともひつしょじょう

　禅師は江戸城を築いた太田道灌の弟で、後年臨済宗の大
本山鎌倉円覚寺の住職となった名僧である。岩付城主資家
は、謀殺された父道灌の霊を弔うため、その陣屋跡に寺を建
て叔父の叔悦を初代住職に迎えた。これが養竹院である。
　頂相とは禅宗の高僧の肖像画のことで、葬式法要のときに
禅僧の生き姿として掛けられ、「掛真」ともいわれる。鎌倉時
代禅宗の伝来とともに中国から受け入れられた画風で、荘重
な極彩色で、美しい全身像が多い。この絵は何度か改修され
彩度があせている。頂相叔悦には名将太田道灌の血をひく
英風がうかがわれる。

（県指定有形文化財・絵画／昭和39年３月27日指定）
大字表９　養竹院

▲ �叔悦禅師頂相 E－4
しゅく え つ ぜ ん  じ  ち ん そ う

　道祖土家（下八ツ林）は、中世末期の豪農で、周辺の支配者であった。当時は戦国時代で関東管領上杉氏や北条
氏、太田氏の支配下にあり、道祖土氏はその代官になっていた。そのため上司からいろいろな通知や命令が文書とし
てきた。年貢、検地、徴兵等に関する文書で、現在それら26点が保存されている。

（県指定有形文化財・古文書／昭和43年３月29日指定）
※10�は県博に寄託

▲ �道祖土家文書 D－2
さ 　 い 　 ど 　 け  も ん じ ょ

　封建時代の領主は、自分の領地を把握するため検地をした。
その記録が検地帳である。
　小美濃郷検地帳は、慶長14年徳川秀忠のとき、今の上、下小
見野を検地したものである。これによると、土地は上中下およ
び下々等の等級に区分され、小字名等も記載されている。農
民の多くは３反以下の耕作者であったために、有力な農民から
土地を借りたり、使われたりして生活をしたことがわかる。
　なお、この検地帳は全巻揃っていないが、川島で一番古い。

（町指定有形文化財・古文書／昭和36年１月25日指定）

▲ �小美濃郷検地帳 C－2
お 　 み 　 の  ご う け ん  ち ちょう

　この道祖神は大字吹塚の八幡神社境内の
庚申塔のそばに立っている。
　造立の年代がなく、ただ男女二人が手をと
りあって立っているだけの簡単な石造であ
る。前の道路は耕地をよぎり、越辺川を越
え、赤尾（坂戸市）に至る。村境にあって村を
守り、病魔を防ぐという塞の神である。

（町指定有形民俗文化財／昭和36年１月25
日指定）
大字吹塚830　八幡神社

▲ �道　祖　神 B－3
ど う 　 　  そ 　 　  じ ん

　太田資頼は、戦国時代の武将で岩付城主であり、道
灌の孫にあたる。19才で出家して道可と号した。裏面に
残る太田資将の元禄８年（1695）の改修記には、この画
像が資頼の寿像であると記されている。
　顎髭を長く垂らして画面やや右向き、曲彔上に坐す
老僧の姿をしっかりした筆使いで描いている。

（県指定有形文化財・絵画／平成11年３月19日指定）
大字表９　養竹院

▲ �絹本著色 太田資頼像 E－4
け ん ぽ んちゃくしょく お お  た  す け よ り ぞ う

　幾重にも連なる春緑の山々。谷間には朝靄が流れ、その中を目覚めたカラスが
飛び立っていく。図上の題賛によると、明末の文人画家、董其昌の「暁靄起鴉図」
という作品に倣って描かれたもの。米点と呼ばれる点描法を効果的に用いて、潤い
のある穏やかな画面をつくりあげている。岡田半江は、江戸時代後期に大阪で活
躍した画家。
江戸時代　天保12年（1841） 岡田半江筆　絹本著色　縦130.8cm　横36.2cm

（国指定重要文化財・絵画／昭和54年６月６日指定）
（公財）遠山記念館蔵

お か   だ   は ん こ う

❾紙本著色布晒舞図　　  ▶E－3
し  ほんちゃくしょくぬのさらしまい ず

　英一蝶（1652～1724）は、ありふれた市井の
庶民の都会風俗、健全明朗な生活を、親しみや
すいが洗練された絵画表現に高めて表した点で
近世絵画史上に重要な画家。
　本作品は、布を晒す仕草や波の様を、若衆歌
舞伎の役者と思われる舞手が布を用いて表した
さらし舞を披露する様子を描く。小画面に一蝶
の人物表現の優れた特質を凝縮した作品。画面
左上に藤牛麻呂の款記がある。

（国指定重要文化財・絵画／平成20年7月10日指定）
（公財）遠山記念館蔵
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川島町のマスコット かわべえ＆かわみん

　大御堂とは、浄土信仰の盛んな平安末期から鎌倉期にかけての阿弥陀堂の
ことで、廣徳寺の大御堂は13世紀のはじめ、尼将軍北条政子が美尾屋十郎廣
徳の菩提を弔うため、美尾屋氏の館跡に建立したものと伝えられている。
　建物はその後再興されたもので、室町時代の後期ごろといわれている。
　方三間の寄棟造、茅葺で関東地方らしい風格を帯びた堂姿を示す数少ない
唐様仏堂である。
(国指定重要文化財・建造物／昭和13年７月４目指定)  大字表76　廣徳寺

　遠山記念館の邸宅は、川島町出身の
遠山元一氏（日興證券の創設者）の邸宅
で昭和 11 年の竣工。母屋は豪農風の東
棟、18 畳大広間のある中棟、母親のた
めに建てられた数寄屋造りの西棟から
なり、最高級の材料と技術によって建
てられている。建築当初の姿をよく保
存しており、昭和初期の和風建築を代
表する建造物である。東棟・中棟・西
棟・土蔵・長屋門・茶室など 9 棟が、
平成 30 年に国の重要文化財（建造物）に
指定された。
　また、日本、中国の絵画・書跡・工芸品、
中近東及び中南米などの貴重な美術コ
レクションを美術館で併せて公開して
いる。
大字白井沼 675　（公財）遠山記念館
(国指定重要文化財・建造物／平成30年8月18日指定)

(国登録有形文化財・建造物
 平成28年11月29日指定)
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　座高が38㎝あり、ひのき材の寄木造りで、鎌倉期
の作といわれる。
　武蔵七十二番薬師記によると、この坐像は第
三十七番に記され、近郷に並びなき秘仏であると語
り継がれ、現在に至っている。
　下八ツ林薬師堂の本尊である。

）定指日52月１年63和昭／刻彫／財化文形有定指町（ 
 大字下八ツ林586　薬師堂保存会

　西見寺は、新義真言宗智山派総本山智積院の末。本尊は
大日如来。この阿弥陀如来坐像は、新しく建立された阿弥
陀堂に勢至菩薩、観音菩薩とともに安置されている。
　表面衣の部分は漆

し っ

箔
ぱ く

、肉身の部分は金
こ ん

泥
で い

で仕上げられて
いる。桧の割

わ り

矧
は ぎ

造り。薄く品のいい体軀、整然と美しい螺
ら

髪
は つ

、流麗な衣
え

文
も ん

線など、平安時代末期の定
じょう

朝
ちょう

様
よ う

をよく伝え
ており、洗練された見事な芸術品といえる。像高51.3㎝。
　上

じょう

品
ぼ ん

下
げ

生
しょう

の来
ら い

迎
ご う

印
い ん

を結び、伏眼がちで気品のあるこの阿
弥陀様を前にして、古来多くの人たちは、ただひたすらに
極楽往生を祈ってきた。
 （町指定有形文化財・彫刻／平成元年10月26日指定）
 大字吹塚232　西見寺

　正泉寺は、天台宗浄光寺の末。この観音坐像は同寺の観
音堂の本尊で、現在は魚

ぎ ょ

藍
ら ん

観音とも呼ばれているが、厨
ず

子
し

内の修理銘札によると正観音菩薩とある。
　桧の寄木造り、玉眼、肉身の部分は金泥彩、衣の部分は
胡粉地に彩色してある。納

の う

衣
え

の両袖と裾を台座の下に左右
相称に長く垂下している。美しく結い上げられた髪、鋭く
張りのある顔、ボリュームのある体軀など独特の美しさが
見られる。南北朝期の作。像高48.5㎝。県内の法衣垂下像
としては、比較的初期の作品と見られている。
　宝暦９年（1759）の修理銘によると、中山の周囲の村々、川越
北町中などに多くの信者かいたことがわかる。

（町指定有形文化財・彫刻／平成元年10月26日指定）
大字中山1209　正泉寺

　この阿弥陀如来坐像は、天正年間に比企左馬助則員が中
興したと伝えられる、真言宗智山派金剛寺の本尊である。
則員の父政員の持仏として、かつて阿弥陀堂に安置されて
いたものを、本堂に遷座したものである。
　鎌倉期の作、桧材寄木造りで、像高71.0㎝。玉眼を嵌

か ん
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の弥陀定印を結び結
け っ

跏
か

趺
ふ

坐
ざ

する。台座は三重の蓮華
座である。
　頭部首裏に「文正元年八月」の修理墨書銘がある。
 町指定有形文化財・彫刻／平成元年10月26日指定）
 大字中山1198　金剛寺

　伊草宿のささら獅子舞の起源は江戸中期、明和２年のこ
ろといわれる。豊作と家内安全を神や仏に願いをかけて、
舞を奉納する村ぐるみの行事である。
　獅子は若衆の指導により小学生が中心に舞っている。昭
和45年には獅子舞保存会が発足し、郷土芸能として受け継
がれている。
　善性寺で一庭舞い、伊草神社へ向かう道中700mを道太
鼓の行列で進み、神社で三庭、大聖寺へ行って一庭を舞い
終了となる。
　祭礼は毎年９月15日午後２時に始まり、夕刻には終了する。

（町指定無形民俗文化財／昭和46年３月26日指定）
大字伊草　伊草獅子舞保存会

　飯島囃子連は、江戸後期に吉見町の飯島新田から
伝わったとされている。五穀豊穣や、無病息災、交
通安全を願って演奏している。また、戦前までは神
楽も行われ、現在でも道具が残っている。

（町指定文化財／平成29年2月22日指定）
大字飯島　飯島囃子連　この地蔵菩薩立像は、比企能員の血を受けたという飯島氏

一家の地蔵堂に安置されている。
　室町時代末期の作といわれ、寄木工法による木彫立像で貴
重な文化財価値を持っている。にっこりとした豊かな面立ち、
慈愛あふれる容姿が人々の心をひきつける。
　この地蔵尊はひのき材で、彫りが深く見事で、像高は３尺
２寸９分ある。昭和48年に解体修理し、復元された。

（町指定有形文化財・彫刻／昭和36年１月25日指定）
大字平沼626

この鰐口は明徳４年（1393）のもので、次のような銘が表面
にある。「明徳四年癸酉四月　日大工河內權守國光　武州高
麗郡佐西鄕熊野堂權律師良勝」
　直径が22.3cm、厚さ6.1㎝、青銅で造られている。
　これは権良勝の娘が熊野堂からゆずり受け、心願成就の礼
として薬師堂に奉献したもので、裏面に「奉懸薬師如来鰐
口一面　応永七庚辰五月六日於本同氏女」と記されている。
欠損の部分はあるが、室町時代初期の見事な芸術品である。

（町指定有形文化財・工芸品／昭和36年１月25日指定）
大字下八ツ林586　薬師堂保存会

　下廓囃子は、角泉と同様、旧大宮市の木下地区より明
治時代ごろ伝えられたと言われている。通常の囃子は、
大太鼓・笛・鉦が各１つ、小太鼓が２つであるが下廓囃
子連は鉦を２つ用いて演奏している。
 （町指定文化財／平成29年2月22日指定）
 大字上伊草下廊　下廓囃子連

　角泉囃子は、山王流神田囃子と言われ、かつて、城中で奉奏
された囃子である。優雅かつ静かであるのがこの囃子の特徴。
江戸城を中心に城下に伝わる数少ない流派の一つとされており、
明治初期に旧大宮市の木下地区から伝えられたと言われている。
 （町指定文化財／平成29年2月22日指定）
 大安角泉　角泉囃子連

　この「算額」は、大字下小見野に建立された光西寺観音堂に奉掲されている
算術の問答額である。額文は、銅板に墨書で図形を示し、設問、答の数値、計
算法や式の成立理由が書かれている。
　これは、明治25年２月に奉掲されたもので、奉掲者として「関流算術学士　
小堤幾造門人　武州比企郡小見野住人　大谷織造撰」と記されている。
　なお、社中として下小見野の人名、小堤幾造の門下生として大字中山の人名
が列記されている。

（町指定有形文化財・歴史資料／平成10年９月10日指定）
下八ツ林923　コミュニティセンター内　光西寺より寄託

　組合せ式石棺は、古墳時代の埋葬方法の一形態で、大小６枚の長方形の石材に溝をうがち、箱形に組み
合わせたもので、箱式石棺とも呼ばれている。
　この石棺は東大塚から出土し、墳丘上に放置されていたものを、川島中学校敷地内に移動し、復元保存
したものである。用材は緑泥片岩で偏平な石材に凹凸を刻み、組み合わせ式に造られている。
　石棺の造られた年代は不明であるが、この古墳から直刀、鉄

て つ

鏃
ぞ く

の出土が伝えられ、また埴輪片の出土か
ら６世紀末ごろと推定されている。

（町指定有形文化財・考古資料／昭和36年１月25日指定）
大字白井沼230

　市野川の自然堤防上に築造されている古墳群である。かつては10数基の古墳が築造されていたと伝えられるが、今
は稲荷塚古墳が１基認められるだけとなっている。稲荷塚古墳も３分の２程度が削平され、損壊の程度は著しい。昭
和26年に周溝部と考えられる場所から、馬形埴

は に

輪
わ

（頭 脚部）が出土している。
（県選定重要遺跡・史跡／昭和44年10月１日選定）
大字下小見野
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